
１．自己評価集計 （4点満点）

カテゴリー（大項目） 令和元年度 令和２年度 令和３年度

Ⅰ．教育理念・教育目的・教育目標 4 4 4

Ⅱ．学校運営 4 3.8 4

Ⅲ．教育活動 4 4 4

Ⅳ．学修成果 4 4 4

Ⅴ．学生支援 4 4 4

Ⅵ．教育環境 4 4 4

Ⅶ．学生の募集と受け入れ 4 4 4

Ⅷ．財源 4 4 4

Ⅸ．法令等の遵守 4 4 4

Ⅹ．社会貢献・地域貢献 4 4 4

Ⅺ．国際交流 2 2 2
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3.4 3.6 3.6

3.6 3.8 3.5
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3.5 3.6 3.7
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3.7 3.7 3.5
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令和３年度　大津赤十字看護専門学校学校評価

２．１）学校関係者評価結果（回収率69.5％：昨年度比＋3.6）   

設　　　　　　　問

１．学校は、教育理念・教育目的・教育目標の達成に向けて特色ある教育活動に取り組んでいる。

２．学校は、教育課程の編成、実施についてわかりやすく示している。

３．教員は、授業科目の目標に照らし、授業内容・授業方法を工夫し実施している。

４．教員は、評価結果に基づいて、実際に授業を改善している。

５．臨地実習施設（大津赤十字病院）は、学生の看護実践の学習を支援するため、臨地実習指導者と教員の協
働体制を整備している。

６．学校は、主な臨地実習において学生が関与する事故を防止するための安全対策を整えている。

７．学校は、成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用している。

８．学校は、看護師の資格・免許の取得を目指し、看護師国家試験合格に向けて、指導体制を整備している。

９．学校は、学生の心理面、学習面、進路に関する個別の指導を十分に行っている。

10．学校は、学生の経済面に対する支援を十分に行っている。

11．学校は、学生の健康管理に取り組んでいる。

12．学校は、学生の要望を把握し、快適で充実した学生生活が送れるよう支援している。

13．学校は、保護者に対して教育活動に関する情報提供を適切に行っている。

14．学校は、教育上必要な施設・設備・教育用具等を整備している。

15．学校は、学内における防災・安全管理体制を整備し、適切に運用している。

16．学校は、学納金等徴収した金額を適切に教育活動に使用している。

17．学校は、学生に対して、ソーシャルメディアの適正利用や個人情報管理に関する啓発及び教育に取り組ん
でいる。

18．学校は、評価結果に基づき、課題の改善に取り組んでいる。

19．学校は、学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行なっている。

20．学校は、国際的視野を広げるための教育を行なっている。
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２．２）学校に対するご意見と回答　　　

学校の特徴が明確になり、学生もそれが強みになると実感できると自信になり、レジリエンスも高まるのではな
いかと思う。
あいさつや講義を受ける態度など、社会性をどう育てていくか。
学生確保と卒業生の定着にどう取り組むか。
教員の管理者としての育成は急務ではないか。

教室が寒くて辛いです。

学校職員の皆様には、大変お世話になり保護者として感謝の気持ちしかありません。有り難うございました。

親としても、子供本人も大津日赤で学ばせていただけて本当に良かったと思っています。チューターの先生は、
とても熱心で、生徒に寄り添った指導をしてくださったと聞いています。この2年間はコロナに振り回されて大変
なことも多かったと思いますが、大津日赤で3年間学ばせていただけたことは、子供にとってかけがえのない時
間であったと思います。お世話になりました。ありがとうございました。

ご意見（原文まま）
個別性に対応した教育がされている。教育内容も根拠に基づいてされている。そのため、安心して見守ることが
できます。

子供が楽しそうに学校に行っているのを見て、先生方にとても感謝しております。これからもよろしくお願い致し
ます。

この学校との出会いは、将来にとって本当に強みになり、目的を持って人生を歩んでいく貴重な出会いとなって
います。個性的な子ですが、素敵な仲間と出会えて本当に喜んでいます。先生方も、とても親身になってくださ
り、話もしやすいので、学びが楽しいと言っています。コロナ禍で、今までと違う教育スタンスの中、本当に生徒
たちの為に看護の道が開かれるようにご指導いただきありがとうございます。

2年間ずっとコロナ禍が続く中、先生方にはお世話になり感謝しております。

ワクチン接種、PCR検査等、早々に対応していただき感謝しております。このコロナ禍で臨床実習に出れないの
が不安材料です。早くコロナが終息し、通常の学生生活、学びができることを願っております。今後とも、とろしく
お願い致します。

基礎実習は2回とも臨地実習ができていないと思いますが、基礎実習でしか学べないはずの基礎となる精神を
今後どう指導されるのか不安に思っております。（実習室では学べない病んでいる人との関わり）

コロナ禍の状況の中、看護師を志し入学された皆さんが、一人もかけることなく、国家試験に合格し卒業できま
すようにご指導をよろしくお願いします。

実習で追いつめられる生徒が多く、睡眠不足の中、課題に取り組んでおり、健康面や心理面が心配でした。もう
少し改善をお願いしたいです。しかし、先生方には深く感謝しております。子どもが大変成長できました。

病院での実習の時に、担当指導者さんによって厳しさに差があるのか、必要以上に緊張や恐れを感じていた。
厳しい仕事であり、厳しさは必要だと思いますが、あまりに差を感じるほどはどうかと思います。

教員の指導方法に差があり、内容が違っている。授業内で教えてもらった方法を他の先生の前で実施すると否
定された。指導に遠回しな言い方が多い。
前期、後期など分けるなどして成績結果がほしい。

専門学校として存続するのであれば、大学の教育と同じようにしない、これだけは負けないと言える能力を養う
教育目的、目標、それにあった教育方法に変えていかなければならないと思う。
卒業生が自信をもって誇れる自己肯定感の育成が職についてからも乗り越える力になると考える。
パソコンのない学生には低額貸出しの支援など学習環境を整備した方がいいと思う。

大学との差別化を図り、専門学校の強みを生かして、学生を育成してほしい。

病院の人的物的環境は、学生を動機づけていただいています。
また、学生として学ばせていただきた場所を就職先に選択する
ことも「就職につながる学習環境」として本校の強みであると認
識しています。
新カリキュラムの検討の際には、「看護実践力の育成」について
話し合いました。優しさをもって、気づき、考え、行動できる学生
を育てていきたいと考えています。卒後、新人教育にもつながる
内容です。今まで同様にご協力、ご支援をお願い致します。

看護師になるための教育に合わせて、社会人基礎力の育成も
必要であると実感しています。集合教育でなく、日々の機会教
育を行っています。

少子化が進む中、看護師の継続した人員確保は今後の社会の
ニードとして高いことを認識し、その大切な教育を行っている意
識をもち、看護師を目指す学生募集と確保について検討をして
いきます。今後も、本校の存在意義や課題について本校の在り
方検討会を開催していきます。

赤十字看護専門学校の教員になるためには、教員養成講習、
臨床経験の条件があります。また、看護実践ラダーレベルⅢ認
定、または相当の方を推薦いただいているため、管理的能力も
備えています。現在の教員役割の中でもその力を発揮していま
す。今後、臨床への異動や看護管理の知識を学ぶ意味で、管
理研修の受講を考えていきます。

パソコンの貸し出しは現在行っていません。情報科学室を終日
開放し、学生にパスワードを付与して使用できるようにしていま
す。リモート授業の際、自宅のパソコンが不備な学生は、登校
可能として対応します。

コロナ禍で実習も大変ではありますが、演習等で対応されていることで、現場の考える力に繋がっていることを
感じます。学生のうちに看護過程の思考を強化する教育の継続をよろしくお願いします。

3年間大変お世話になりありがとうございました。入学した時よりもいろんなことに対して成長できました。これか
らも、学生生活を忘れずに日々仕事の中で勉強していってもらいます。

感染対策上、換気が不可欠でした。常に解放しているわけでな
く、休み時間などを利用し、開放換気をするように、学生にも指
導しております。

ご卒業おめでとうございます。教職員一同、卒業生の今後のご
活躍をお祈りしています。

回答

学校生活において、教員と同じく、同じ目標を持つ仲間の存在
は大きく、共に成長する姿は、とても頼もしいです。
今後も、楽しく、相手を思いやり、良い刺激を与え合える仲間づ
くりをしていってほしいと思っております。

ご家族の方々にも、感染対策の長期にわたりご協力頂き感謝
申し上げます。

学生、患者双方の感染リスクを考慮し、大津赤十字病院感染対
策室との協議を重ねながら、毎回、感染状況による臨地実習の
受け入れの判断をしてまいりました。代替えで学内実習を行っ
た実習もあります。特に、1年次の臨地実習がすべて学内実習
であったことについては、学内実習での患者ー看護師演習を行
い、双方の立場を経験しながら、事例患者のニードの把握から
援助計画等を考え、実践しました。臨地に出れなかったことにつ
いては、2年次に、補完できる学習を検討します。
また、単位認定、国家試験対策を含む教育活動の継続は、最
優先課題として取り組んでまいります。ご家族の皆様のご協力
を引き続きお願い致します。

臨地実習における指導において、学生が学習方法の悩みに直
面したり、対人関係の課題に困惑するケースが散見され、精神
的なサポートをしながら、学習の継続を支援する必要性を実感
しています。今まで持ち合わせているストレス対処方法では立
ち行かないと感じている学生に対し、教員、臨床指導者間で情
報共有しながら支援を継続していきます。

授業で学習した内容を活用して、事例患者さんに合わせた看護
を実践する演習が多くあります。その場合、基礎的な方法に追
加修正した方法で、安全に実施することを学びます。そのため、
授業内容との相違が生じることがあります。いずれの演習にお
いても、「なぜそうするのか」を指導しながら実践力を高めてもら
いたいと考えています。
3月末に単位認定に関する教育会議を実施し、学校運営委員の
承認を得て、一覧表で郵送させていただいています。単位履修
において、学生に自身の単位取得の自覚をもって履修計画を
立ててもらっています。また、保護者の方にお伝えする必要が
生じた場合は、遅延なくお知らせさせていただきます。


